



















































































































































































































































































































































































































































































































































CbE RA Trypticр奄№?ｓｔｉｏ? Effect　of@salts TissuesOur　prepara一@　七ions
Speeifie 1＞ （＋） c＋） 　　　　　　　brain　A，　pan－brain，　red　eell　　　　　　　ereas　A）一　B
Non　speeifie ユぐ （一） （一） 　　　　　　　liver，　panereasIiver，　serum　　　　　　　D，　E
　a）RAの意義二RAの数値はその後の研究によ
り同一・平織でぽ比較的一・定であるが，紅織の個休
ブ伽τよりかなりの変動を認めた。即ちRAの意義
は数値の増減は考慮夕Fであり，むしろ1より大な
．るか小なるかが決定事項の要素となることが分つ
た。
　b）塩類の影響：一報でぽ実験の性質上槍卜し
なかったが，抽出時においての，これ等の関係ぽ
例え必須條件とはV・えなしりまでも補助的な決定條
件としてかなり意義があるものといえる。
　c）trypslnの作用機絹i　l夢辱味ある点はtrypsin
の作用機構であるが，先に3）われわれは非特異的，
特異的ChEをThompson等の硫安分劃の成績か
ら分子の大小について論じ陀が更に少し．く才短昏を
試みたい。
　蛋白にはtrypsinにより分・解の難易があり，難分
解のものでも蛋白の変性，還元剤の処理等で易分
解になり，これはかかる処理でtrypsin特異‘i：tliの
ペプチッド結合にtrypsinが接近し易くなるため
と考’えられている。しかもtrypsin特異1恕Dペプ
チッド結合も遊離アミノ基またはグァニジン基を
有するものがよく切られることが知られている。
　特異的ChEがtrypsinにより易分解的であるの
は1グロブリン的性格を有しtrypsinにより作用さ
れる結合二分が表在性であるのに対し，一・’方非特
異的ChEが難分解なのはアルブミン的なもので
あり，それ等の結合部分・を有しないか，例え有し
てV・ても内包性であるのでtrypsinの了1三常の操作
では非特異的ChE分子を1雌罪することが出來な
いのではなかろうか。これを何等かの方法例えば
蛋自の軽度の変性等で容易にtrypsin　VCより破壊
せられるのではなかろうかとも考えられる。
　いすれにもせよ．trypsinにより消化される基が
ChEの作用基と等しくはないとしても，その酵素
作用と密接な関係を有するとV・うことは考’えられ
る。この方面の研究ぽChEの結品化とともにそ
の酵素作一基や1‘1嵯造を知る」r．tこ亘要な手掛りたり
得ることを信じて疑わない。
　われわれの実験結果からtrypsin作用，　RAの関
係，更に補助的な鋤くにおいての塩類の影響ぽ
ChE特異性決定のイ∫力な手段たり得ることが分つ
た一，
　また膵ChEの特殊性ぽ膵疾患のili舗末診断への
慮用を示唆するものであろうことを附記せねばな
らない。從來．由L清ChE　l丈肝臓機能と密接な関係
にあり，柏L清ChE測定を以て肝疾患の診断に利
用されている。一一・方膵機能と．rfu．清ChEの関係に
ついては明かではない。血L清ChEは從來，非特
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異的ChEとされ肝のそれと一・致する。われわれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの成績から膵ChEは明かにこれ等と区別されな
ければならない。これの見地より從來行われつつ
ある．血清ChEの臨床的測定は更にtrypsin処理に
対する態塵から再槍討さるべきであろう。
結 論
　1・肝標品のRAは常に1より大であり，しか
もtrypsh1作川に対しては金く無影響であり，明
かに非特異的ChEのlil二k格を：示した。
　2．脳標品AのRAぽ1より小にしてtrypsin
により完全に治化分・解され，明かに特異的ChEの
性格を示し．た．
　3．膵標品A，BのRAは1より小にしてtrypsin
阻害作用はかなり強く特異的ChEの性格を示し．
標品D，EではRAぽ1より大にしてtrypsin阻害
作用は抽禺原液に比べ低く，非特異的ChEの性
格を示したが標品Cは両ChEの性格を示した。
　4．われわれが先に主張し來たったRA，　trypsin
作用がChE特異［fk決定の有力な手段たり得ると
の観点ぽ本実鹸にお・いて更に二明確にされた。
　　　　　　　　　　　　　　　（ll召耳…li　28．7，16受イ寸’）
Summary
　　In　the　previous　Papers，　we　examined　the　relation　of　ChE－specificity　tewards　substrate　concentra－
tion，　extract－solution　and　tryptic　digcstion，　and　suggested．thE　t　those　fac　rts　should　be　of　great　use
in　determining　the　specificity．
　　In　this　paper，　we　examined　the　former　relations　on　the　purified　ChE－preparetions　of　several
tissues　and　justfied　those　relations．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　July　16．　1953）
